
部長短信 (そ の二 )

視

全目空ホテルでの午後の会合は、一転、祝賀の

輝きとにぎやかさに満ちていました。

アイオーンll世が、会場の大広間の人口を入っ

て右側に右翼端を床に着けて、見るもまぶしいポ

ーズをとっていました。

どなたの顔も、久しぶりの空のつどいに浮き浮

きしているように見えました。OBは知りあった

者同志で、かけつけた友校の航空部のメンバーた

ちもまじって、またお名前は存じていましたがと

胸のプレー トをたしかめながらの新 日の出合いの

ことばがいたるところで交わされて、祝宴が進む

まえから会場は熱気にあら、れて予定された木枝先

生の空力の講義は、新格納庫開きのときの、静か

にノートのとれる祝賀講演に切りかえることにす

るなどのハプニングもあって、のっけからプロの

司会者まで舞い上らせる雰囲気でした。

関学の航空部長の乾杯の音頭がまたまた会場を

沸かせました。どなたも雲の 上1にある感じでした

から、現役の女子学生を高校生の花売りに見まち

がえたり、あまりにも短かい再会の 2時間が、ア

イオーンの前でのグループごとの写真撮影で終り、

散会になったとき、準備委員の皆がひとしく忘れ

たことを思い出しました
一

シマッタ、カレッジソング 3番を歌うんだった。

午前のスライドのうつりと午後のカレソン忘れ

が玉に瑕ということを、部長短信の結びといたし

ます。

― 昭和61年
12月 4日 ――

賀 会

― 付記―

祝賀会当日、各方面から多数頂戴いたしました

ご祝辞、ご祝電は次の通りであります。

会場は大変に混雑しておりましたので、ここに

改めてご披露し、厚 くお礼を申し上げます。

ご祝辞

裏千家 家元
千 宗室 様

朝日新聞航空部長 。日本学生航空連盟専務理事

田島三津雄様

立命館大学教授・航空部長

菅井斎喜 様
同志社スポーツ・ユニオン名誉会長

岸田敏馬 様
同志社スポーツ。ユニオン会長

北村光雄 様
同志社大学体育会学生委員長

野上晃司 様
ご祝電

同志社総長、大学長をはじめ朝日新聞社航空部、

日本学生航空連盟、同加盟各大学航空部等より20

通。

ご来場の皆様をお迎えする委員
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カラス型飛行器

(小野部長製作)。
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胸に深紅のバラをつけた来賓、招待の皆様
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若さと恥らいを見せつつも、たくましさも披露 した学生部員紹介
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